
　　　

（図１）　「旧水沢県庁庁舎」玄関　（令和7年2月撮影）

　　＜登米市指定重要文化財＞

　　この建物（図１）は、明治4年（１８７１）に登米県庁庁舎とし
て建築され、完成後は、水沢県庁庁舎として明治8年8月まで
使用された庁舎の一部です。
建物の玄関は当時のままで、式台（しきだい）注１の形をとって
おり、破風（はふ）注２、懸魚（げぎょ）注３、蛙股（かえるまた）注
４といった装飾部材を使った純粋な和風造りとなっています。

　式台（注１）➥玄関先の一段低くなった板敷のこと。
　破風（注２）➥建物の屋根・山形に取り付けられた板や構造。
　懸魚（注３）➥神社や寺院の屋根の破風に吊り下げる飾り。
　蛙股（注４）➥神社や寺院、能舞台の梁や桁の上に置かれる部材。

　県庁舎は、幾多の使用変遷を経て平成2年、治安裁判所時
代（明治22年）の資料にもとづき修復・復元工事を行い、「水
沢県庁記念館」（図２）として整備されました。

　　【覚乗寺高台院霊屋】（通称　天山公廟）

　　この廟は、登米伊達家4代宗倫（むねとも）の墓です。
　　宗倫は、寛文10年（１６７０）31才で死去しました。その2年後の寛文12年の建立
　　で桃山様式の霊屋としては、松島の円通院（仙台藩2代藩主忠宗の子光宗の廟）
　　とともに傑作といわれています。
　　昭和28年（１９５３）3月、宮城県の指定文化財（建造物）に指定されました。

　　　　　　≪とよまの文化財ひとくちメモ≫

　（図２）　「水沢県庁記念館・間取図」　(平成2年、一般公開） （登米町指定有形文化財、昭和51年5月指定）
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＜水沢県庁記念館から見た城下の風景＞

 こちらの写真（図3）は、記念館東側入口から 北
の方向を写したものです。画像の手前左に、冠木
門があり右の道路は、武家屋敷通リと呼ばれてい
る道路です。さらに道路・交差点の向こうには、木
々に覆われている高台が見えます。この高台には
江戸・藩政時代に登米地方を領していた伊達一門
（注１）登米伊達家の居館が建っていた所です。
現在、居館跡には仙台地方裁判所、登米支部（簡
易裁判所）があります。

（注1）　伊達一門・・・仙台藩には、中世から引き
継がれてきた家士の身分制度がありました。
それは八等級からなる序列で、一門は最高位の
家格です。

（図３） 武家屋敷通りから寺池城址公園を望む（令和７年２月撮影）

　　　　　　＜明治時代の公図＞

　（図4）は、明治19年５月に調整・作成された公図
です。公図は、「字櫻小路囲」と呼ばれている地区
を示していて、（図3）の現在の撮影地と重なります
公図上、太い部分は道路で、明治5年以降水沢県
庁舎とその関連施設の立地から現在とは異なる道
路の設置となっていました。
　江戸時代までは、家中屋敷（登米伊達家家臣屋
敷）の区割りがなされ、公図左上部には、寺池要害
（注2）を守っていた堀が左から右の方へ存在して
いたことが確認できます。

（注2）　寺池要害・・・　登米伊達家が代々居館とし
ていた領内の要衝。城に準ずる造りをしていました

（図４）明治時代の公図「字櫻小路囲」（明治１９年調整）提供：法務局

イベント情報

“みやぎの明治村”SNS 随時更新中です！
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次号第17号は《教育資料館編》です

今年は、「太平洋戦争終戦」から８

０年になります。教育資料館の沿革

教室では、企画展「学童集団疎開と

太平洋戦争終戦から８０年」を開催

しています。その展示内容をご紹介

します。

「資料館だより」第1号《水沢県庁記念館編》か

ら三巡目の第16号となりました。たいへん感慨

深いものがあります。

継続してお伝えすることの大切さを教わりまし

た。お客様からのご意見を賜ったことを感謝し

ております。 （佐藤）


